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し か し 、 あ れ だ け の 臣 （ 本 で は 早 く 走 れ な か っ た の で 、
死 体 を 食 ぺ て い た と す る ス カ ペ ン ジ ャ ー ぼ 肉 食 動 物 ；
死 体 を 食 物 と す る 動 物 ） 説 を と る 研 究 者 も い ま す 。 こ
れ ま で 発 見 さ れ て い る テ ィ ラ ノ サ ウ ル ス の 昂 大 の も の
は 全 長 1 2 m ほ ど で す が 、 今 回 展 示 さ て い る も の は 約
2 分 の 1 の 大 き さ に 復 元 さ れ て い ま す ． テ ィ ラ ノ サ ウ
ル ス 科 の 歯 の 化 石 が 幅 井 県 大 野 市 か ら 発 見 さ れ て い ま
す 。 将 来 ． 宮 山 か ら も テ ィ ラ ノ サ ウ ル ス の 化 石 が 発 見
さ れ る こ と を 期 待 し ま し ょ う ．
学 芸 員 の イ チ オ ジ 展 示 ③
ッ チ ク ジ ラ の 全 身 骨 格 を 見 よ う ！
南 部 久 男
ク ジ ラ が 宮 山 浩 に 回 遊 し て く る こ と は あ ま り 知 ら れ
て い ま せ ん 。 新 展 示 の 海 の コ ー ナ ー に は 、 全 長 IOm に
も な る ッ チ ク ジ ラ の 全 身 骨 格 が 展 示 さ れ ま す の で （ 図
1) 、 見 所 な ど 紹 介 し ま す 。
ッ チ ク ジ ラ は ど ん な ク ジ ラ ？
ッ チ ク ジ ラ は 宮 山 湾 に 現 任 も や っ て く る ク ジ ラ で は
昂 も 大 き く 、 体 長 は IOm を 越 し ま す （ オ ス で 11. 9m 、
メ ス で 12 . S m 、 体 重 12 ト ン ） 。 北 太 平 洋 、 日 本 海 、 オ
ホ ー ツ ク 海 ペ ー リ ン グ 海 に 生 息 し 、 日 本 近 海 で は 、
太 平 洋 側 の 相 模 湾 以 北 、 日 本 海 以 北 に 分 布 し ま す 。 深
海 に も ぐ り 、 イ カ な ど を 食 ぺ ま す 。 富 山 酒 に は 6 , 7  
月 頃 に 群 れ で や っ て く る こ と が 知 ら れ て い ま す （ 図 3).
骨 を 見 よ う
骨 格 標 本 の 全 長 は 約 !Om で す 。 骨 は 頭 骨 ． 背 骨 、 肋
骨 ． 胸 び れ の 音 な ど か ら で き て い ま す 。 胸 び れ は 、 外
見 は ヒ レ 状 で す が 、 手 や 指 の 告 が あ り 哺 乳 類 の 仲 問 で
あ る こ と が わ か り ま す 。 後 ろ 足 は 退 化 し て な く な っ て
い ま す が 、 骨 盤 の 名 残 の 骨 （ お し り の 方 に 体 の 左 右 に
あ る 1 対 の 棒 の よ う な 骨 ） が 残 っ て い ま す 。
ク ジ ラ 類 は 、 鼻 の 穴 が 頭 の 背 中 側 に つ き 、 時 々 海 面
に 上 が っ て き た 時 に 息 が し や す く な っ て い ま す 。 頭 骨
の 上 に あ る 穴 は 、 鼻 の 穴 の 部 分 で す ． 大 昔 の ク ジ ラ の
肯 に は ら の 穴 が 頭 の 前 の 方 に つ い て い
た こ と か ら 、 ク ジ ラ の 鼻 の 穴 は
次 第 に 後 ろ へ 移 動 し て い っ
た こ と が わ か り ま す ．
図 1 ッ チ ク ジ ラ の 全 身 骨 格
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ッ チ ク ジ ラ の 骨 格 標 本 が で き る ま で
展 示 し て あ る ッ チ ク ジ ラ は 、 201 年 （ 平 成 13 年） 6  
月 2 日 に 秋 田 県 八 竜 町 （ 現 在 、 三 種 町 ） の 海 岸 に 漂 若
（ 死 体 ） し た も の で す 。 打 ち 上 が っ た 時 は 、 大 き く て
体 が 丸 い た め 、 潜 水 艦 と 間 追 え ら れ た そ う で す 。 国 立
科 学 博 物 館 の 研 究 者 や 地 元 の グ ル ー プ な ど に よ り 調 査
さ れ た 後 、 八 竜 町 （ 当 時 ） に よ り 砂 浜 に 埋 め ら れ ま し
た。
203 年 （ 平 成 15 年） 9 月 に は ． 八 竜 町 か ら 譲 り 受 け
て 多 く の 方 々 の 協 力 で 骨 を 掘 り 出 し ま し た （ 図 2).
埋 め ら れ て か ら 2 年 以 上 た っ て い ま し た が ． 背 骨 の 周
り な ど に は 脂 や 紺 っ た 肉 が 赤 い ま ま で つ い て い ま し た 。
骨 は 補 修 や 補 強 な ど が 行 わ れ 、 専 門 家 の 国 立 科 学 博 物
館 の 山 田 格 先 生 の 監 修 を 受 け 、 3 月 に 科 学 文 化 セ ン タ ー
の 展 示 室 に 設 醤 さ れ ま し た 。
冨 t.lJ 湮 の そ の 他 の ク ジ ラ 類
ク ジ ラ と イ ル カ は ． 大 き さ は 途 い ま す が ． 分 類 上 は
ど ち ら も ク ジ ラ 類 に 属 し ま す ．
宕 LIJ 汚 に は （ 石 川 県 能 登 半 島 測 含 む ） に は 約 13 種 の
ク ジ ラ 類 が 知 ら れ て い ま す . 1  ~ 6 月 に カ マ イ ル カ や
ハ ン ド ウ イ ル カ が や っ て き ま す ． 特 に カ マ イ ル カ は 宮
山 湾 で 毎 も よ く み ら れ る イ ル カ で 、 日 本 海 を 北 上 す る
図 2 ッ チ ク ジ ラ の 骨 の 掘 IJ 出 し （ 秋 田 県 ）
途 中 に 宮 山 湾 に や っ て き ま す 。 10 頭 を 越 す 群 が 見 ら
れ る こ と も あ り ま す 。 毎 年 5 月 頃 に 、 釣 り 人 に 目 撃 さ
れ た り 、 漁 港 に 入 っ て き た り 、 海 岸 か ら で も 見 る こ と
が あ り ま す 。 ハ ン ド ウ イ ル カ も 群 れ が 見 ら れ ま す 。 ミ
ン ク ク ジ ラ は 年 中 宮 山 活 に 来 遊 し て く る よ う で す が 、
秋 か ら 冬 を 中 心 に 定 器 網 に 入 る こ と が 時 々 あ り ま す 。
展 示 で は ツ チ ク ジ ラ の 他 に も ミ ン ク ク ジ ラ ． カ マ イ
ル カ の ク ジ ラ や イ ル カ の 骨 を 問 近 に み る こ と が で き ま
す の で 、 じ っ く り ご 覧 下 さ い ．
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図 3 富 山 湾 に 群 れ で や っ て き た ッ チ ク ジ ラ (1991 年 6 月
26 日 富 山 新 港 沖 ） 関 東 雄 氏 撮 影
図 4 ハ ン ド ウ イ ル カ の 群 れ (2(XX) 年 2 月 25 日 、 氷 見 市 阿 尾
沖 ） 関 東 雄 氏 撮 影
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